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石
樋
は
正
面
口
か
ら
約
一
・

五
㌔
、
女
夫
淵
に
沿
っ
て
右
に

曲
が
り
、
小
さ
な
ピ
ー
ク
を
越

え
た
所
に
あ
る
。
約
二
百
㍍
に

わ
た
る
直
線
的
な
河
道
と
露
出

し
た
岩
盤
に
よ
っ
て
で
き
た

「
樋
」
の
よ
う
に
見
え
る
の
で

こ
う
呼
ば
れ
て
い
る
。 

 

左
岸
の
岩
盤
上
部
は
比
較
的 

 

安
芸
太
田
町
ふ
る
さ
と
づ
く

り
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
七
月
十
一

日
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
招
い
て 

                     

平
坦
な
面
に
な
っ
て
い
る
。
季 

節
は
初
夏
、
遅
い
春
の
訪
れ
に

誘
わ
れ
、
多
く
の
人
が
弁
当
を 

広
げ
て
花
見
を
し
て
い
た
、
と 

熊
南
峰
は
記
述
し
て
い
る
。 

 
 

 

ヤ
マ
ブ
キ
、
ツ
ツ
ジ
が
岩
盤 

の
あ
ち
こ
ち
に
咲
く
。
ヤ
マ
ザ 

         

川
・
森
・
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
た
。
町
内
で
活
動
し
て

い
る
住
民
が
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
と
町
内
視
察
に
参

加
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
は

自
然
・
環
境
部
門
を
代
表
し
て

本
宮
炎
理
事
長
が
出
席
し
た
。 

   

三
段
峡
の
視
察
は
わ
ず
か
十

五
分
だ
っ
た
。
入
峡
前
に
本
宮

理
事
長
が
三
段
峡
の
柱
の
一
つ

「
文
人
趣
味
」
に
絞
っ
て
五
分

間
で
プ
レ
ゼ
ン
し
た
後
、
竜
の

口
ま
で
案
内
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
「
観
光
地
を

文
化
の
切
り
口
で
紹
介
さ
れ
た

の
は
初
め
て
の
経
験
」
、
「
期
待

感
が
あ
り
、
と
て
も
楽
し
め
た
」

な
ど
、
短
い
時
間
だ
っ
た
が
、
好 

    

ク
ラ
を
近
く
に
遠
く
に
眺
め
ら 

れ
、
若
葉
も
小
さ
く
見
通
し
が

良
く
て
岩
容
が
強
調
さ
れ
る
。

豊
か
な
雪
解
け
水
も
気
持
ち
い

い
。
水
際
ま
で
下
り
て
見
上
げ

る
塔
岩
は
、
探
勝
路
か
ら
で
は

味
わ
え
な
い
迫
力
が
あ
る
。 

 

下
流
の
右
岸
に
小
さ
な
滝
が

あ
る
。
高
下
務
さ
ん
に
よ
る
と
、 

                             

評
だ
っ
た
。 

 

約
百
人
が
参
加
し
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
町 

    

今
年
に
入
っ
て
民
放
三
局
、

雑
誌
四
誌
、
Ｗ
ｅ
ｂ
メ
デ
ィ
ア 

                

一
九
八
八
年
の
大
雨
で
突
如
、 

出
現
し
た
。
侵
食
が
ほ
と
ん
ど

な
く
、
最
近
の
滝
と
言
わ
れ
れ

ば
そ
ん
な
感
じ
が
す
る
。 

   

南
峰
は
女
夫
淵
の
上
流
に
二

條
の
女
夫
滝
が
あ
る
と
書
い
て

い
る
。
新
し
い
滝
は
な
か
っ
た 

         

内
の
資
源
の
豊
か
さ
と
活
用
方

法
、
今
後
の
指
針
に
つ
い
て
話

し
合
っ
た
。 

   

三
社
が
三
段
峡
を
取
り
上
げ
て

い
る
。
七
月
十
四
日
に
は
中
国

新
聞
の
暮
ら
し
の
情
報
誌
「
フ

ェ
ニ
ッ
ク
ス
」
が
、
二
十
日
に 

は
広
島
ホ
ー
ム
テ
レ
ビ
の
「
熟 

    

七
月
三
日
か
ら
の
「
三
段
峡

ホ
タ
ル
Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
」
で
、
今
年

初
め
て
ホ
タ
ル
観
察
会
を
企
画

し
た
。
生
憎
の
台
風
や
大
雨
で

実
施
は
一
日
だ
け
に
な
っ
た
。 

 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加
者
五
人 

    

の
だ
か
ら
、
こ
の
滝
は
含
ま
れ

な
い
。
侵
食
の
具
合
か
ら
、
新

し
い
滝
の
下
流
の
小
さ
な
滝
が

女
夫
滝
だ
ろ
う
。 

南
峰
が
見
た
滝
は
今
、
ほ
と

ん
ど
枯
れ
た
状
態
に
な
っ
て
い

る
。
山
中
の
水
の
流
れ
が
変
わ

っ
て
、
新
し
い
滝
へ
移
っ
た
よ

う
だ
。 

 
 

（
松
尾 

俊
孝
） 

    

年
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
」
が
、
二
十

四
日
に
は
中
国
放
送
の
「
元

就
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
メ
ン
バ
ー
の
案
内
で
取
材

し
た
。 

 

「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
」
で
は
取

材
ス
タ
ッ
フ
三
人
が
黒
淵
ま

で
五
時
間
か
け
て
往
復
し
た
。

通
常
、
観
光
客
は
下
り
な
い
石 

樋
の
川
岸
で
、
同
行
の
メ
ン
バ 

―
を
撮
影
、
別
角
度
の
見
慣
れ 

   

の
ほ
か
に
、
十
人
以
上
が
飛
び

入
り
で
同
行
し
た
。
町
外
の
人

が
多
く
、
小
林
久
哉
さ
ん
が
入

り
口
周
辺
で
二
時
間
か
け
て

ガ
イ
ド
し
た
。 

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、「
ホ
タ 

             

な
い
風
景
が
紹
介
さ
れ
る
。
カ

メ
ラ
ウ
ー
マ
ン
は
、「
仕
事
と

は
思
え
な
い
贅
沢
な
取
材
だ

っ
た
」
と
喜
ん
だ
。 

 

「
熟
年
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
」
で

は
本
宮
夫
妻
が
抹
茶
を
ふ
る

ま
っ
た
。
リ
ポ
ー
タ
ー
の
渡
辺

弘
基
さ
ん
が
石
樋
で
「
問
い
か

け
る
三
段
峡
」
と
得
意
の
ダ
ジ

ャ
レ
を
飛
ば
す
と
、
憲
章
精
神

と
重
な
り
、
盛
り
上
が
っ
た
。 

 

ル
の
こ
と
を
知
れ
て
よ
か
っ

た
」
、「
ガ
イ
ド
と
一
緒
に
観
察

で
き
て
安
心
だ
っ
た
」
な
ど
が

寄
せ
ら
れ
、
好
評
だ
っ
た
。 

 

来
年
以
降
も
実
施
し
て
、
ホ

タ
ル
の
生
態
や
三
段
峡
の
自

然
、
環
境
を
Ｐ
Ｒ
す
る
イ
ベ
ン

ト
に
定
着
さ
せ
る
。 

                

さ
ん
け
ん
新
聞 

発 行 

ＮＰＯ法人 

三段峡―太田川 

流域研究会 

（代表・本宮炎） 

 

〒７３１－３８１３ 

広島県山県郡 

安芸太田町 

柴木１７３４ 

090・3421・3046 

 

 一口メモ 

内
部
は
岩
が
む
き
出
し
で
、

水
滴
が
し
た
た
り
落
ち
、
ス

リ
ル
が
あ
っ
て
思
わ
ず
速
足

に
な
る
。
以
前
は
絶
壁
を
迂 

  

 

赤
滝
を
過
ぎ
て
し
ば
ら
く

行
く
と
、
探
勝
路
は
庄
兵
衛
岩

を
く
り
抜
い
た
洞
門
に
入
る
。 

  

回
す
る
よ
う
に
木
の
橋
が
架

け
ら
れ
て
い
た
が
、
洪
水
の
た

び
に
流
失
し
た
た
め
、
昭
和
四

十
年
代
に
掘
削
さ
れ
た
。 

三段峡の河童を自認   

小林 久哉さん 

 

長淵でカヤックスクール

を経営する小林さんは、自ら

三段峡の河童と名乗る。「こ

の水の美しさを伝えたい」。 

川を見つめる目は優しいが、濁ると表情が

曇る。「大雨やダムの放流の影響を受けるの

は仕方ないのだが」とつぶやく。 

動植物にも造詣が深く、探勝路の脇にひ

っそりと息づく姿を撮って、丹念に記録す

る。ときにはガイドも引き受け、魅力を発

信する。清流や小さな命に心を寄せる、童

心を失わない河童さんだ。    （炎） 

▼
庄
兵
衛
岩
の
洞
門 

 

 

南
峰
と
歩
く 

① 

石
樋
（
い
し
ど
い
） 

樹
木
の
説
明
を
聞
く
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
の
取
材
班
（中
央
） 

■
大
雨
で
新
旧
交
代 

■
雪
解
け
水
爽
や
か 

遅
い
春
に
誘
わ
れ
、
多
く
の
人
が
花
見 

ホ
タ
ル
観
察
会 

「ガ
イ
ド
と
一
緒
で
安
心
」と
好
評 

取
材
続
々 

情
報
誌
や

人
気
番
組 

「
文
人
趣
味
」
Ｐ
Ｒ 

 

資源の再評価と活用法探る 
 

安芸太田町ふるさとづくりフォーラム 

本宮理事長がＮＰＯ法人の活動紹介 

町の将来を話し合った住民パネラー（右から３人目が本宮理事長） 


